
2015年 9 月金城学院大学論集　人文科学編　第12巻第 1号

一
三

初
代
吉
田
四
郎
右
衛
門
自
当
に
つ
い
て

　
　

― 

墓
碑
と
肖
像
彫
刻
を
中
心
に 

―

加　

藤　

弓　

枝

は
じ
め
に

出
版
文
化
が
花
開
い
た
江
戸
時
代
、
京
都
に
も
数
々
の
本
屋
が
誕
生
し
、
夥
し

い
量
の
多
種
多
様
な
書
籍
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
書
肆
の
一
軒
に
吉
田
四
郎
右
衛

門
が
あ
る
。
近
世
前
期
に
創
業
し
、
管
見
の
限
り
で
は
二
〇
〇
年
以
上
に
渡
り
二

〇
〇
点
以
上
の
書
籍
を
出
版
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
注
１
）。

筆
者
は
、
歴
代
吉
田
家
当
主
に
よ
る
出
版
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
、
別
稿
に
ま

と
め
た
（
注
２
）。
そ
の
過
程
で
、
初
代
自
当
に
よ
る
事
績
が
、
幕
末
に
至
る
ま
で
吉
田
四

郎
右
衛
門
の
出
版
営
為
の
支
柱
と
な
っ
て
い
た
様
相
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た

が
、
紙
幅
の
都
合
で
概
括
す
る
に
留
め
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
の
来
歴
や
事

績
の
詳
細
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

近
年
、
鍛
治
宏
介
氏
が
指
摘
さ
れ
た
通
り
、
吉
田
家
は
代
々
朝
廷
か
ら
六
位
の

官
位
を
授
け
ら
れ
、
院
雑
色
に
も
補
せ
ら
れ
た
書
肆
で
あ
っ
た
（
注
３
）。
さ
ら
に
、『
京

羽
二
重
大
全
』
の
延
享
二
年
版
・
明
和
五
年
版
・
天
明
四
年
版
に
、「
禁
裏
御
書

物
所
」
と
し
て
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
朝
廷
と
浅
か
ら
ぬ
関
係

に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
吉
田
家
の
歴
代
当
主
が
す
べ
て
書

肆
を
営
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
『
地
下
官
人
家
伝
』（
館
古
四
五
八
―
二
八
〇
、

写
本
四
十
二
冊
）
に
よ
り
、
院
雑
色
で
あ
っ
た
吉
田
家
の
系
図
を
ま
と
め
る
と
左

記
の
通
り
と
な
る
。
各
当
主
の
詳
細
な
経
歴
は
前
掲
論
文
（
注
１
・
２
参
照
）
に

掲
出
し
た
た
め
、
本
稿
で
は
略
系
図
の
み
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
系
図
中
の
―
―

は
実
子
を
、
…
…
は
養
子
を
表
し
、
丸
数
字
は
吉
田
家
当
主
と
し
て
の
代
を
、
丸

括
弧
数
字
は
書
肆
吉
田
四
郎
右
衛
門
当
主
と
し
て
の
代
を
指
す
（
例
：
①
は
院
雑

色
吉
田
家
初
代
、
⑴
は
書
肆
吉
田
四
郎
右
衛
門
初
代
を
意
味
す
る
）。
ま
た
、
書

肆
と
し
て
の
活
動
が
確
認
で
き
る
者
は
太
字
と
し
た
。

　
　【
吉
田
家
略
系
図
】

某① 

― 

清②

吉 

― 

自③
⑴
当 

― 

元④
⑵
俊 

― 

元⑤
⑶
信 

― 

元⑥
⑷
賁 

― 

元⑦
⑸
軌

元⑧
⑹
長 

― 

元⑨
⑺
豊 

― 

元⑩
⑻
秀 

…
… 

倫⑪

紀 

― 

倫⑫

理

右
の
通
り
、
十
二
名
の
吉
田
家
当
主
に
関
す
る
経
歴
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

拙
稿
「
吉
田
四
郎
右
衛
門
出
版
年
表
」（
注
１
参
照
）
と
、
こ
の
系
図
と
を
重
ね

る
と
、
書
肆
吉
田
四
郎
右
衛
門
の
初
代
は
吉
田
家
三
代
の
自
当
で
あ
り
、
最
後
の

書
肆
当
主
は
吉
田
家
十
代
の
元
秀
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
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初代吉田四郎右衛門自当について（加藤　弓枝）

一
四

と
こ
ろ
で
、
初
代
吉
田
四
郎
右
衛
門
自
当
の
活
動
の
意
義
に
つ
い
て
、
鍛
治
宏

介
氏
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
次
の
ご
と
く
言
及
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
吉
田
四
郎
右
衛
門
と
朝
廷
の
関
連
は
、
比
較
的
早
い
時
期
か
ら

他
の
史
料
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
鳳
林
承
章
の
「
隔
蓂
記
」
正
保
四
年
（
一

六
四
七
）
八
月
一
四
日
条
に
は
、
賀
茂
南
可
が
「
開
板
屋
吉
田
四
郎
右
衛

門
」
と
と
も
に
、
公
家
の
芝
山
宣
豊
の
も
と
を
訪
れ
た
こ
と
、
こ
の
度
開
板

さ
れ
た
「
廿
一
代
集
之
内
拾
三
冊
之
歌
書
」
が
、
宣
豊
を
通
じ
て
時
の
仙

洞
、
後
水
尾
院
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
献
上
さ
れ

て
い
る
二
十
一
代
集
は
、
吉
田
四
郎
右
衛
門
が
正
保
四
年
に
刊
行
し
た
刊
本

で
、
正
保
板
本
と
し
て
広
く
流
布
し
て
、
現
代
も
テ
キ
ス
ト
と
し
て
高
い
評

価
を
受
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
寛
永
文
化
サ
ロ
ン
に
、
吉
田
四
郎
右
衛
門
も

書
肆
と
し
て
関
わ
り
、
高
い
水
準
の
知
を
産
み
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

前
述
の
通
り
、
歴
代
吉
田
四
郎
右
衛
門
は
朝
廷
と
浅
か
ら
ぬ
関
係
に
あ
っ
た

が
、
そ
の
原
点
が
初
代
自
当
に
あ
っ
た
こ
と
は
鍛
治
氏
の
指
摘
か
ら
も
う
か
が
え

る
。
で
は
、
初
代
吉
田
四
郎
右
衛
門
自
当
と
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
り
、
そ
の
出

版
営
為
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

一
、
経
歴
と
出
版
活
動
の
特
徴

『
地
下
官
人
家
伝
』
第
十
七
巻
（
前
掲
資
料
）
に
は
、
尠
少
で
は
あ
る
も
の

の
、
次
の
通
り
自
当
の
経
歴
が
載
っ
て
い
る
。

　
　

自
当　
佐
伯
清
吉
男

文
禄
元
年
九
月
三
十
日　
　

誕
生

為
承
応
元

慶
安
五
年
八
月　
　
　
　
　

補
院
雑
色　

六
十
一
歳

寛
文
十
年
十
一
月
廿
八
日　

死　
　
　
　

七
十
九
歳

こ
こ
か
ら
、
院
雑
色
と
な
っ
た
の
が
六
十
一
歳
の
時
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

が
、
こ
れ
は
吉
田
家
歴
代
当
主
の
う
ち
、
補
任
の
年
が
判
明
し
て
い
る
者
の
な
か

で
、
も
っ
と
も
高
年
に
あ
た
る
。
院
雑
色
に
は
他
に
も
座
田
家
二
軒
・
田
中
家
・

原
田
家
の
四
軒
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
家
の
当
主
た
ち
と
比
較
し
て
も
、
こ
と

の
ほ
か
遅
い
。
院
雑
色
の
役
目
が
『
幕
末
の
宮
廷
』
に
お
い
て
「
勧
学
院
の
雑
色

で
、
平
素
何
の
御
用
も
あ
り
ま
せ
ん
。
春
日
祭
の
節
氏
長
者
よ
り
御
奉
納
の
馬
を

牽
き
、
束
帯
で
二
人
南
都
へ
参
向
し
ま
す
（
注
４
）」
と
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
名
誉
職
的
な

位
置
付
け
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
還
暦
を
過
ぎ
て
の
補
任
と
な
っ
た
背
景
に
は
何

ら
か
の
理
由
が
存
し
よ
う
。

自
当
の
父
や
祖
父
に
つ
い
て
は
、
院
雑
色
と
な
っ
た
事
実
の
み
が
記
載
さ
れ
、

補
さ
れ
た
年
齢
の
み
な
ら
ず
生
没
年
さ
え
も
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
先
代
ま
で
と
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
は
い
え
、『
二
十
一
代
集
』

（
正
保
四
年
三
月
刊
）
が
、
後
水
尾
院
へ
も
献
上
さ
れ
、
同
時
代
の
堂
上
歌
壇
に

お
い
て
も
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
と
、
自
当
の
補
任
が
そ
の
刊
行
の
数
年
後
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
の
出
版
の
功
績
に
よ
り
補
任
に
至
っ
た
と
い
う
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
三
上
景
文
著
・
正
宗
敦
夫
編
纂
校
訂
『
地
下
家
伝
』（
日

本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一
九
三
七
年
・
一
九
三
八
年
）
に
「
自
当
（
中
略
）
慶
安

五
年
八
月　

補
院
雑
色
（
于
時
称
号
改
吉
田
）」
と
記
さ
れ
、
自
当
の
代
に
吉
田

に
改
め
た
と
あ
る
こ
と
も
そ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

つ
ま
り
、『
地
下
家
伝
』
の
記
録
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
自
当
は
書
肆
吉
田
四

郎
右
衛
門
の
初
代
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
の
吉
田
家
の
当
主
に
と
っ
て

は
、
実
質
的
な
始
祖
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
前
掲
の
『
地
下
官
人
家

伝
』
に
は
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
そ
の
可
能
性
を
指

摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
自
当
が
刊
行
に
関
わ
っ
た
可
能
性
を
有
す
る
出
版
物
と
し
て
は
、

現
時
点
で
は
左
記
の
十
三
点
が
確
認
で
き
る
。

①
『
二
十
一
代
集
』（
正
保
四
年
刊
、
五
十
六
冊
）
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一
五

②
『
十
三
代
集
』（
正
保
四
年
刊
、
四
十
冊
）

③
『
八
代
集
』（
正
保
四
年
刊
、
十
六
冊
）

④
『
元
元
集
』（
承
応
二
年
刊
、
八
冊
）

⑤
『
夫
木
和
歌
抄
』（
寛
文
五
年
刊
、
三
十
六
冊
）

⑥
『
古
今
和
歌
六
帖
』（
寛
文
九
年
刊
・〔
江
戸
前
期
〕
印
、
九
冊
）

⑦
『
九
州
道
の
記
』（
寛
文
九
年
刊
、
一
冊
）

⑧
『
嘉
吉
軍
記
』（
寛
文
九
年
刊
、
一
冊
）

⑨
『
発
心
集
』（
寛
文
十
年
刊
、
四
冊
）

⑩
『
医
学
原
理
』（
寛
文
十
年
刊
、
十
二
冊
）

⑪
『
烏
帽
子
源
氏
』（
寛
文
十
年
刊
、
一
冊
）

⑫
『
濂
洛
風
雅
』（
寛
文
十
年
跋
・〔
江
戸
前
期
〕
刊
、
四
冊
）

⑬
『
千
五
百
番
歌
合
』（〔
江
戸
前
期
〕
刊
、
十
冊
）

こ
の
う
ち
、
②
『
十
三
代
集
』・
③
『
八
代
集
』
は
、
①
の
『
二
十
一
代
集
』

の
板
木
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
①
・
②
・
③
は
実
質
的
に
は
一
点

と
し
て
数
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
⑫
『
濂
洛
風
雅
』
は
寛
文
十
年
の
跋
文
が
あ
る

も
の
の
、
刊
年
の
記
載
が
な
く
、
刊
記
に
は
「
椹
町
／
吉
田
四
郎
右
衛
門
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
二
代
目
元
俊
の
手
に
よ
る
刊
行
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

は
次
に
述
べ
る
通
り
、
住
所
表
記
が
「
椹
町
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

右
の
出
版
物
の
う
ち
、
①
～
③
・
⑨
・
⑩
・
⑪
の
刊
記
に
記
さ
れ
た
住
所
は
、

い
ず
れ
も
「
中
御
門
通
弱
檜
木
町
」
と
あ
る
。「
弱
檜
木
」・「
椹
」
と
も
「
さ
わ

ら
ぎ
」
と
読
む
が
、「
椹
（
あ
る
い
は
「
椹
木
」）」
の
表
記
を
使
用
し
て
い
た
の

は
、
自
当
没
後
の
二
代
元
俊
と
三
代
元
信
の
両
代
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
⑫
は
自
当
の
刊
行
物
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
。
一
方
で
、
⑬
『
千
五
百

番
歌
合
』
に
は
刊
年
が
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、「
中
御
門
通
弱
檜
木
町
」
と

あ
る
た
め
、
自
当
生
前
の
出
版
物
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
実
質
的
に
自
当
が
関
わ
っ
た
出
版
物
は
、
①
『
二
十
一
代

集
』（
③
『
八
代
集
』・
②
『
十
三
代
集
』
を
含
む
）・
④
『
元
元
集
』・
⑤
『
夫
木

和
歌
抄
』・
⑥
『
古
今
和
歌
六
帖
』・
⑦
『
九
州
道
の
記
』・
⑧
『
嘉
吉
軍
記
』・
⑨

『
発
心
集
』・
⑩
『
医
学
原
理
』・
⑪
『
烏
帽
子
源
氏
』・
⑬
『
千
五
百
番
歌
合
』
の

十
点
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
十
点
の
出
版
物
の
う
ち
、
も
っ
と
も
流
布
し
た
も
の
は
①

『
二
十
一
代
集
』
で
あ
っ
た
。
こ
の
歌
書
は
、
前
述
し
た
通
り
、
後
水
尾
院
へ
献

上
さ
れ
る
ほ
ど
評
価
の
高
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
加
え
書
肆
吉
田
四

郎
右
衛
門
が
手
懸
け
た
刊
行
物
の
嚆
矢
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
本
書

は
江
戸
時
代
を
通
し
て
出
版
さ
れ
つ
づ
け
、
近
世
後
期
の
吉
田
四
郎
右
衛
門
の
出

版
広
告
に
も
筆
頭
書
物
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
注
５
）、
歴
代
い
ず
れ
の
吉

田
四
郎
右
衛
門
に
と
っ
て
も
、
自
家
を
代
表
す
る
書
物
で
あ
り
、
重
要
な
収
入
源

で
あ
り
つ
づ
け
た
。

こ
の
よ
う
に
、
初
代
吉
田
四
郎
右
衛
門
自
当
は
書
肆
吉
田
家
の
基
盤
を
築
い

た
、
歴
代
当
主
の
な
か
で
も
特
別
な
当
主
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
書
肆
を
開
業
す

る
に
は
そ
れ
相
応
の
元
手
が
必
要
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
自
当
の
資
金

力
は
い
か
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
つ
ぎ
に
、
そ
れ
を
物
語
る
肖
像
彫
刻
と

墓
石
に
つ
い
て
詳
述
し
た
い
。　

三
、
自
当
夫
妻
の
肖
像
彫
刻

平
安
神
宮
近
く
、
京
都
左
京
区
の
北
門
前
町
に
あ
る
教
安
寺
は
、
浄
土
宗
の
寺

院
で
あ
る
。
同
町
に
は
、
同
じ
く
浄
土
宗
の
大
光
寺
・
信
行
寺
・
西
方
寺
・
大
恩

寺
の
ほ
か
、
日
蓮
宗
の
妙
伝
寺
や
本
妙
寺
、
顕
本
法
華
宗
の
寂
光
寺
、
時
宗
の
聞

名
寺
が
あ
る
（
注
６
）。

教
安
寺
は
幕
末
ま
で
吉
田
家
の
菩
提
寺
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
自
当
夫
妻
の
肖
像

彫
刻
が
安
置
さ
れ
、
自
当
が
建
て
た
墓
石
が
存
す
る
。
ま
ず
は
木
像
彫
刻
に
つ
い

て
取
り
上
げ
た
い
。

彩
色
さ
れ
た
座
像
は
高
さ
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
木
製
厨
子
に
収
め
ら
れ
、
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一
六

同
寺
の
本
堂
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
両
像
と
も
高
さ
は
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
で
あ
り
、【
図
版
１
・
図
版
２
】
の
通
り
、
向
か
っ
て
右
側
の
自
当
は
、
茶
色

無
地
小
袖
に
黒
の
帯
を
締
め
、
黒
無
地
の
十
徳
を
羽
織
っ
て
い
る
。
左
に
は
脇

差
し
を
差
し
、
右
手
に
は
扇
を
持
ち
、
剃
髪
し
た
僧
形
で
趺
坐
し
て
い
る
。
ま

た
、
左
側
の
自
当
の
妻
と
目
さ
れ
る
女

性
は
浅
黄
色
雷
文
唐
草
模
様
の
小
袖
に

黒
の
帯
を
締
め
、
茶
色
唐
草
模
様
の
長

羽
織
を
着
用
し
て
い
る
。
尼
頭
巾
を
か

ぶ
り
、
両
手
を
合
わ
せ
合
掌
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
出
家
後
の
姿
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

こ
の
木
像
自
体
に
は
自
当
夫
妻
の
肖

像
彫
刻
で
あ
る
こ
と
は
明
記
さ
れ
て
い

な
い
が
、
厨
子
の
向
か
っ
て
右
側
面
に
、

【
図
版
３
】
の
通
り
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
両
名
が
自
当
夫
妻

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
次
に

そ
の
銘
文
の
全
文
を
掲
げ
よ
う
。

　［
原
文
］

洛
東
教
安
寺
者
吾
先
世
墳
墓
之
所
在
地
而
曽
祖
考
妣
遺
像
／
亦
存
焉
宝
暦
九

年
冬
十
一
月
以
失
火
一
夕
而
烬
茲
用
震
／
怛
不
勝
疚
心
今
年
十
一
月
廿
八
日

実
以
曽
祖
考
養
徳
居
士
／
百
年
遠
諱
之
辰
不
肖
元
賁
与
表
弟
元
季
朋
心
合
力

雇
仏
工
／
田
弘
教
奉
刻
曽
祖
考
妣
木
像
二
鋪
共
一
厨
再
置
教
安
寺
仏
／
室
恭

惟
追
遠
永
慕
報
本
思
効
祇
薦
歳
事
用
伸
誠
敬
云
爾

明
和
六
年
己
丑
夏
四
月
廿
八
日
謹
誌

孝
曽
孫
従
六
位
下
行
右
衛
門
大
志
佐
伯
元
賁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孝
曽
孫　
　
　
　
　
　

吉
田
七
郎
兵
衛
元
季

　［
書
き
下
し
文
］

洛
東
の
教
安
寺
は
吾
が
先
世
墳
墓
の
所
在
地
に
し
て
曽
祖
考
妣
の
遺
像
も
亦

た
存
す
。
宝
暦
九
年
冬
十
一
月
、
失
火
を
以
て
一
夕
に
し
て
烬や

く
。
茲
に
震し
ん

怛だ
つ

し
、
疚
心
に
勝
へ
ざ
る
を
用も
つ

て
、
今
年
十
一
月
廿
八
日
、
実
に
曽
祖
考
養

徳
居
士
百
年
の
遠
諱
の
辰と
し

な
る
を
以
て
、
不
肖
元
賁
、
表
弟
元
季
と
心
を
朋

せ
力
を
合
せ
て
仏
工
田
弘
教
を
雇
ひ
て
曽
祖
考
妣
の
木
像
二
鋪
を
奉
刻
し
、

一
厨
を
共
に
し
て
再
び
教
安
寺
の
仏
室
に
置
く
。
恭
し
く
惟
ふ
に
追
遠
、
永

慕
、
報
本
、
効
を
思
ひ
祇つ
つ
しん
で
歳
事
を
薦
め
て
用
て
誠
敬
を
伸
べ
て
云し
か
い
ふ爾
。

明
和
六
年
己
丑
夏
四
月
廿
八
日
謹
誌

【図版１】自当夫妻肖像彫刻（全体）【図版２】肖像彫刻（正面）

【図版３】銘文
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一
七

孝
曽
孫
従
六
位
下
行
右
衛
門
大
志
佐
伯
元
賁

孝
曽
孫　
　
　
　
　
　

吉
田
七
郎
兵
衛
元
季

　［
口
語
訳
］

洛
東
の
教
安
寺
は
わ
が
先
祖
の
墳
墓
の
所
在
地
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
曽
祖
父

母
の
遺
像
も
存
在
し
て
い
る
。
宝
暦
九
年
冬
十
一
月
、
失
火
に
よ
っ
て
ひ
と

晩
で
燃
え
尽
き
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
事
態
に
震
え
驚
き
、
思
い
悩
む
心
に
耐

え
き
れ
ず
、
今
年
十
一
月
廿
八
日
、
実
際
に
今
年
が
曽
祖
父
養
徳
居
士
の
百

周
忌
に
当
た
る
た
め
、
不
肖
元わ
た
く
し賁
は
、
表い
と
こ弟
元
季
と
心
と
力
を
合
せ
て
仏
師

の
田
中
弘
教
を
雇
っ
て
曽
祖
父
母
の
木
像
二
体
を
彫
り
た
て
ま
つ
り
、
厨
子

一
箱
と
併
せ
て
再
び
教
安
寺
の
仏
室
に
置
い
た
。
恭
し
く
思
う
の
は
、
祖
先

を
し
の
び
、
両
親
を
永
く
慕
い
、
祖
先
に
感
謝
す
る
こ
と
で
あ
る
。
功
績
を

思
い
謹
ん
で
時
節
の
祭
祀
を
執
り
行
っ
て
真
心
か
ら
慎
み
敬
う
次
第
で
あ
る
。

明
和
六
年
己
丑
夏
四
月
廿
八
日
謹
ん
で
誌
す

孝
曽
孫
従
六
位
下
行
右
衛
門
大
志
佐
伯
元
賁

孝
曽
孫　
　
　
　
　
　

吉
田
七
郎
兵
衛
元
季

右
に
よ
れ
ば
、
こ
の
肖
像
彫
刻
は
複
製
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
原
像
も
教
安

寺
に
納
め
ら
れ
て
い
た
が
、
宝
暦
九
年
十
一
月
の
火
事
に
よ
っ
て
焼
失
し
て
し

ま
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
を
六
代
吉
田
家
当
主
で
あ
り
四
代
吉
田
四
郎
右
衛
門
で
も

あ
っ
た
元
賁
が
従
弟
の
吉
田
七
郎
兵
衛
元
季
と
協
力
し
て
、
曽
祖
父
の
百
周
忌
に

あ
た
る
明
和
六
年
に
、
仏
師
の
田
中
弘
教
に
依
頼
し
て
そ
の
姿
を
彫
ら
せ
、
再
び

同
寺
に
安
置
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
元
賁
の
曽
祖
父
と
は
前
掲
系
図
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
自
当
の
こ
と
で
あ
り
、「
十
一
月
廿
八
日
」
と
あ
る
命
日
も
『
地
下

官
人
家
伝
』
の
記
述
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
文
中
の
「
養
徳
居
士
」
が
自
当
を

指
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
の
肖
像
彫
刻
を
複
製
し
た
田
中
弘
教
が
い
か
な
る
仏
師
で
あ
っ
た
か
、
そ
の

詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
も
の
の
、「
近
世
仏
師
事
績
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

（http://w
w
w
.busshi.net/search.cgi

）
に
よ
れ
ば
、「
田
中
弘
教
」
は
代
々

受
け
継
が
れ
た
仏
師
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
れ

ば
、
最
も
古
い
記
録
は
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
に
兵
庫
県
太
子
町
斑
鳩
寺
に
お

け
る
阿
弥
陀
如
来
坐
像
の
修
復
で
あ
り
、
も
っ
と
も
新
し
い
も
の
は
、
明
治
十
六

年
（
一
八
八
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
工
商
技
術　

都
の
魁
』（
石
田
有
年
編
）
の

「
仏
師
ノ
部
」
に
「
彫
刻
始
祖
定
朝
法
印
三
十
四
世
／
田
中
内
蔵
丞
弘
教
」（
二
五

五
頁
）
と
あ
る
記
録
で
あ
る
。
ま
た
、
貞
享
二
年
版
『
京
羽
二
重
』
や
、
延
享
二

年
・
明
和
五
年
・
天
明
四
年
・
文
化
七
年
版
『
京
羽
二
重
大
全
』、
文
久
三
年
版

『
花
洛
羽
津
根
』、
文
久
四
年
版
『
都
商
職
街
風
聞
』
な
ど
の
地
誌
に
、「
堀
川
通

綾
小
路
下
ル
町
」
で
仏
師
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
う
え
、
後
掲
す

る
論
考
に
よ
り
、
金
刀
比
羅
宮
と
少
な
く
と
も
慶
長
十
年
頃
か
ら
関
係
が
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
田
中
弘
教
は
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
初
期
よ
り
明
治
時
代

に
至
る
ま
で
そ
の
活
動
が
確
認
で
き
る
、
伝
統
あ
る
著
名
な
京
仏
師
の
名
跡
で

あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
歴
代
田
中
弘
教
の
う
ち
、
こ
の
自
当
夫
妻

の
木
像
を
複
製
し
た
の
は
、
三
十
一
代
田
中
弘
教
に
あ
た
る
利
常
か
、
も
し
く
は

三
十
代
弘
教
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
田
中
敏
雄
氏
に
よ
る
絵
師
森

徹
山
（
一
七
七
五
～
一
八
四
一
）
に
関
す
る
論
文
で
、
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
よ
る
（
注
７
）。

徹
山
の
妻
は
ゑ
ん
と
い
っ
て
京
都
の
仏
師
で
あ
る
田
中
弘
教
利
常
の
娘
で
あ

る
。
ゑ
ん
に
は
幸
と
い
う
姉
が
お
り
、
彼
女
は
円
山
応
瑞
の
妻
に
な
っ
て
い

る
。
故
に
徹
山
と
応
瑞
は
義
兄
弟
に
な
る
。
こ
れ
よ
り
以
前
に
金
刀
比
羅
宮

に
、「
一
子
相
伝
之
秘
書
」（
象
頭
山
に
関
す
る
京
師
田
中
大
仏
師
の
由
緒

書
）
が
あ
り
、
こ
れ
に
、

表
御
書
院
応
挙
一
筆
画
於
京
都
三
井
八
郎
兵
衛
方
江
相
頼
込
入
用
金
施

主
相
頼
一
筆
に
而
両
度
に
出
来
之
事

右
為
御
褒
美
銀
五
拾
枚
頂
之

　
　
（
中
略
）
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一
八

寛
政
丁
巳
初
春　

三
十
一
代　

弘
教
利
常
誌
之

と
あ
り
、
田
中
弘
教
利
常
が
応
挙
の
金
刀
比
羅
宮
で
の
書
院
画
を
描
く
に
あ

た
っ
て
の
仲
介
を
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
田
中
家
に
就
い
て
は
詳
し
く
な
い

が
、
古
く
か
ら
あ
る
京
都
の
仏
師
の
家
柄
で
金
刀
比
羅
宮
と
の
関
係
は
「
一

子
相
伝
之
秘
書
」
に
依
れ
ば
慶
長
十
年
頃
か
ら
関
係
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
徹
山
に
二
子
あ
り
、
蔵
之
丞
、
進
之
丞
と
い
い
二
人
共
ど
う

い
う
理
由
か
わ
か
ら
な
い
が
、
田
中
家
に
養
子
に
行
っ
て
兄
弟
共
仏
師
に
な

り
、
進
之
丞
は
浄
慶
と
呼
ば
れ
て
京
都
寺
町
に
住
し
、
兄
の
蔵
之
丞
は
堀
川

に
住
し
た
。
徹
山
に
は
他
に
二
人
の
娘
が
お
り
姉
は
柳
と
い
っ
て
一
鳳
の
妻

に
な
っ
て
森
家
を
継
ぎ
、
妹
は
キ
サ
と
い
い
寺
島
（
材
木
商
）
に
嫁
し
て
い

る
。
徹
山
没
後
も
田
中
家
と
の
関
係
に
よ
っ
て
金
刀
比
羅
宮
と
一
鳳
・
寛
斎

の
関
係
が
続
い
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
「
寛
政
丁
巳
初
春
」
と
あ
る
の
は
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
二
十
八
年
前
の
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
教
安
寺
の
木
像

は
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
当
夫
妻
の
肖
像
彫
刻
は
三
十
一
代
田
中
弘
教
で

あ
っ
た
利
常
が
若
か
り
し
頃
に
制
作
し
た
か
、
あ
る
い
は
三
十
代
田
中
弘
教
が

彫
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
肖
像
彫
刻
な
ら
び
に
厨
子
に
彫
ら
れ
た
文
章
は
、
吉
田
家
に
お
い
て
自

当
が
い
か
に
特
別
な
祖
先
と
し
て
敬
わ
れ
て
き
た
か
を
物
語
る
。
具
体
的
に
は
、

銘
文
に
「（
自
当
の
）
効
を
思
ひ
祇
ん
で
」（
自
当
の
功
績
を
思
い
謹
ん
で
）
と
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
そ
の
百
回
忌
に
あ
た
り
、
六
代
当
主
元
賁
が
従
弟
元
季
と

協
力
し
て
、
安
価
と
は
考
え
に
く
い
夫
妻
の
肖
像
彫
刻
を
複
製
さ
せ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
自
当
を
尊
ぶ
一
家
の
浅
か
ら
ぬ
思
い
が
う
か
が
え
る
。

自
当
が
一
族
か
ら
重
ん
じ
ら
れ
た
理
由
は
、
や
は
り
書
肆
を
創
業
し
、
そ
の
後

の
吉
田
家
の
支
柱
と
な
る
出
版
物
を
刊
行
し
た
と
い
う
事
績
に
起
因
す
る
の
で
あ

ろ
う
。
前
述
し
た
通
り
、
教
安
寺
に
現
存
す
る
自
当
夫
妻
の
肖
像
彫
刻
は
複
製
で

あ
る
も
の
の
、
可
能
な
限
り
原
像
を
模
し
て
彫
ら
せ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
そ

の
肖
像
は
夫
妻
と
も
出
家
後
の
姿
で
あ
り
、
銘
文
に
も
「
遺
像
」
と
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
両
者
没
後
に
息
子
の
元
俊
等
が
中
心
と
な
っ
て
作
ら
せ
、
教
安
寺

に
安
置
し
た
の
だ
と
推
察
さ
れ
る
。

四
、
吉
田
家
墓
碑
と
菩
提
寺
に
つ
い
て

と
こ
ろ
で
、
教
安
寺
に
は
、
建
立
者
が
自
当
で
あ
る
旨
を
刻
む
、
高
さ
二
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
墓
石
（【
図
版
４
】）
も
現
存
す
る
。
同
寺
の
埜
田
紀
代
子
氏
の
御

教
示
に
よ
れ
ば
、
以
前
は
こ
の
ほ
か
に
も
吉
田
家
の
墓
碑
は
存
し
て
い
た
が
、
近

年
一
つ
に
整
理
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

墓
石
の
背
面
に
は
、【
図
版
５
】
の
ご
と
く
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
二
月

十
五
日
に
自
当
が
建
て
た
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
と
き
に
自
当
は
五
十
四
歳
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
自
当
が
一
家
の
繁
栄
を
祈
願
し
て
建
て
た
、
い
わ
ゆ
る
逆
修
墓
と

考
え
ら
れ
、
墓
石
の
正
面
に
は
左
記
の
通
り
、
自
当
の
戒
名
と
考
え
ら
れ
る
「
養

徳
庵
寿
性
徳
誉
久
巴
」
の
ほ
か
、
二
代
吉
田
四
郎
右
衛
門
元
俊
、
同
三
代
元
信
の

名
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

【図版４】吉田家墓石（正面）
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一
九

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
墓
が
立
て
ら
れ
た
の
が
、
右
の
通
り
「
正
保
二
年
」
と

あ
る
点
で
あ
る
。
前
述
し
た
通
り
、
書
肆
吉
田
四
郎
右
衛
門
に
よ
る
出
版
物
の
嚆

矢
は
『
二
十
一
代
集
』
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
出
版
は
「
正
保
四
年
」
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
墓
石
は
、
書
肆
と
し
て
開
業
す
る
以
前
の
建
立
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
書
肆
創
業
の
経
緯
を
考
え
る
う
え
で
、
看
過
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
事
柄
で
あ
る
。
自
当
が
書
肆
を
始
め
た
の
は
、
正
保
四
年
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
の
と
き
す
で
に
彼
は
五
十
六
歳
と
い
う
壮
年
で
あ
っ
た
。
書
肆
と

し
て
活
動
を
始
め
る
以
前
の
彼
の
事
績
は
、
管
見
の
限
り
で
は
見
出
し
え
な
い
。

し
か
し
、
最
初
の
出
版
物
と
目
さ
れ
る
『
二
十
一
代
集
』
は
、
全
五
十
六
冊
と
い

う
大
部
の
も
の
で
あ
り
、
歴
代
吉
田
四
郎
右
衛
門
に
よ
る
出
版
物
を
見
渡
し
て

も
、
一
二
を
争
う
ほ
ど
の
大
冊
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
大
量
の
書
物
を
単
独
出
版

す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
相
応
の
元
手
が
必
要
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
こ
の

墓
石
は
、
出
版
直
前
に
お
け
る
吉
田
家
の
財
力
が
い
か
に
豊
か
で
あ
っ
た
か
、
そ

の
実
態
を
如
実
に
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
教
安
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
過
去
帳
に
は
、
次
に
掲
げ
た
よ
う

に
、
十
九
名
の
吉
田
四
郎
右
衛
門
な
ら
び
に
そ
の
一
族
と
考
え
ら
れ
る
人
物
の
記

録
が
残
さ
れ
て
い
る
（
注
８
）。
左
記
は
、
没
年
月
日
・
故
人
戒
名
・
俗
名
（
一
部
享
年
）

の
順
に
排
列
し
た
。

①
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
六
月
二
十
二
日　
　

智
達
元
理
信
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
四
郎
右
衛
門
弟

②
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
十
一
月
二
十
六
日　

清
岳
浄
玄
禅
定
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
郎
右
衛
門
父

③
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
七
月
十
日　
　
　
　

釈
妙
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
四
郎
右
衛
門
妹

④
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
八
月
二
十
六
日　
　

願
誉
普
光
智
春
法
尼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
四
郎
右
衛
門
母

【図版５】吉田家墓石（背面）

　
　

息
岩
宗
休
居
士　

梅
室
玄
忠　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
誉
永
室
妙
心

　
　
　

鏡
学
宗
園　
　

永
誉
寿
清　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
誉
久
栄
元
俊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
誉
性
月
栄
春

　
　

南
無
阿
弥
陀
仏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

栄
誉
松
覚
寿
讃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
誉
智
岳
元
信

　
　

明
誉
宗
寿　

養
徳
庵
寿
性
徳
誉
久
巴　
　
　
　
　
　

願　

誉　

智
春

　
　

欣
誉
了
誓　

建
誉
法
幢
元
季
居
士　
　
　
　
　
　
　

覚　

誉　

春
貞

　
　
　
　
　
　
　

清
昌
庵
喜
元
誓
誉
妙
永　
　
　
　
　
　

性　

誉　

元
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

正
保
二
乙
酉
二
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
四
郎
右
衛
門
尉
自
当
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二
〇

⑤
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
二
月
十
三
日　
　

梅
顔
春
香
信
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
四
郎
右
衛
門
娘

⑥
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
十
月
十
七
日　
　
　

順
誉
慧
海
智
門
善
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
四
郎
右
衛
門
娘

⑦
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
二
月
八
日　
　
　
　

大
誉
一
実
元
賁
居
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
四
郎
右
衛
門
事
六
十
八
才

⑧
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
四
月
十
一
日　
　
　

真
誉
実
操
貞
鑑
信
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
四
郎
右
衛
門
妻
十
九
才

⑨
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
正
月
二
十
二
日　
　

高
誉
静
山
元
軌
居
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
四
郎
右
衛
門
事
三
十
三
才

⑩
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
六
月
三
日　
　
　
　

笑
含
智
玉
童
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
四
郎
右
衛
門
子

⑪
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
九
月
十
九
日　
　

璨
如
智
渶
童
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
四
郎
右
衛
門
女

⑫
文
化
十
五
年
（
一
八
一
八
）
二
月
十
二
日　
　

実
相
義
仙
信
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
四
郎
右
衛
門

⑬
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
七
月
二
十
九
日　
　

浮
月
露
心
童
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
四
郎
右
衛
門
子

⑭
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
閏
八
月
二
十
九
日　

根
誉
修
善
元
長
居
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
四
郎
右
衛
門

⑮
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
十
二
月
十
七
日　
　

消
猶
玉
屑
童
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
四
郎
右
衛
門

⑯
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
九
月
六
日　
　
　
　

安
誉
楽
刹
元
豊
居
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
四
郎
右
衛
門

⑰
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
八
月
八
日　
　
　
　

秋
峯
智
秀
孩
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
四
郎
右
衛
門

⑱
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
一
月
二
十
四
日　
　

西
誉
貞
運
禅
定
尼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
四
郎
右
衛
門

⑲
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
十
一
月
六
日　
　
　

清
室
貞
操
禅
定
尼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
四
郎
右
衛
門
母

こ
こ
か
ら
、
幕
末
に
至
る
ま
で
、
教
安
寺
が
吉
田
家
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
墓
石
と
右
の
過
去
帳
か
ら
、
初
代
吉
田
四
郎
右
衛

門
自
当
よ
り
、
七
代
吉
田
四
郎
右
衛
門
元
豊
ま
で
が
、
同
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
こ
と

が
分
か
る
も
の
の
、
最
後
の
吉
田
四
郎
右
衛
門
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
八
代
元

秀
に
関
し
て
は
、
そ
の
享
年
の
記
録
の
み
な
ら
ず
埋
葬
に
関
す
る
事
実
さ
え
も
確

認
で
き
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
吉
田
四
郎
右
衛
門
出
版
年
表
」
の
解
説
に
て
触
れ

た
ご
と
く
（
注
９
）、
元
秀
が
嘉
永
四
年
十
月
二
十
日
に
二
十
三
歳
で
正
六
位
下
に
叙
せ
ら

れ
た
後
、
時
期
は
不
明
な
が
ら
、
辞
官
し
て
位
記
を
返
上
し
て
い
る
こ
と
が
関
係

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
関
連
す
る
資
料
を
見
出
し
て
い
な
い
た

め
、
元
秀
の
晩
年
は
未
詳
と
い
う
ほ
か
な
い
。

元
秀
は
、
文
政
四
年
に
大
坂
書
肆
の
河
内
屋
儀
助
が
刊
行
し
た
『
紫
式
部
日
記

傍
註
』
を
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
六
月
に
求
板
し
て
出
版
し
て
お
り
、
少
な

く
と
も
二
十
六
歳
で
あ
っ
た
こ
の
年
ま
で
は
、
書
肆
と
し
て
の
活
動
が
確
認
で
き

る
。
お
そ
ら
く
そ
の
後
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
、
辞
官
の
み
な
ら
ず
書
肆
を
も

廃
業
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
時
期
の
詳
細
は
未
詳
な
が
ら
、『
紫
式
部

日
記
傍
註
』
の
出
版
後
か
ら
、
養
子
倫
紀
が
跡
を
継
い
だ
年
と
考
え
ら
れ
る
、
文

久
二
年
（
一
八
六
二
）
六
月
ま
で
の
間
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
（
こ
の

年
、
倫
紀
は
吉
田
家
の
者
と
し
て
、
従
六
位
下
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
）。

五
、
お
わ
り
に

以
上
、
初
代
吉
田
四
郎
右
衛
門
自
当
の
事
績
に
つ
い
て
、
肖
像
彫
刻
と
墓
石
を

中
心
に
見
て
き
た
。
自
当
は
豊
か
な
財
力
を
元
手
に
書
肆
を
創
業
し
、
そ
の
後
の
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二
一

吉
田
四
郎
右
衛
門
の
活
動
を
支
え
る
書
籍
を
刊
行
し
た
。
そ
の
存
在
は
、
歴
代
吉

田
四
郎
右
衛
門
の
精
神
的
支
柱
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
、
肖
像
彫
刻
の
複
製
な
ど
か

ら
も
想
像
さ
れ
る
。

初
代
自
当
が
開
業
し
た
書
肆
吉
田
四
郎
右
衛
門
の
活
動
は
、
幕
末
ま
で
つ
づ
い

た
も
の
の
、
前
述
の
通
り
、
八
代
吉
田
四
郎
右
衛
門
元
秀
の
と
き
に
終
焉
を
迎
え

る
。
そ
の
後
、
吉
田
が
所
持
し
て
い
た
板
木
の
一
部
は
、
永
井
一
彰
氏
が
次
の
よ

う
に
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
、
同
じ
く
京
都
の
書
肆
で
あ
っ
た
佐
々
木
惣
四
郎
こ
と

竹
苞
楼
へ
と
譲
渡
さ
れ
た
（
（（

（
注

。

さ
て
、
先
に
も
見
た
よ
う
に
『
山
家
集
抄
』
は
寛
政
七
年
春
に
風
月
荘
左
衛

門
と
吉
田
四
郎
右
衛
門
の
相
版
形
式
で
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

れ
が
い
つ
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
竹
苞
楼
へ
動
い
た
の
か
は
よ
く
判
ら
な
い
。

が
、『
禁
秘
御
鈔
階
梯
』（
滋
野
井
公
麗
著
、
安
永
五
年
奥
）
の
板
木
が
「
滋

野
井
家
御
蔵
板
／
京
都
二
條
通
富
小
路
東
江
入
北
側
／
書
林
吉
田
四
郎
右
衛

門
」
と
彫
り
こ
ん
だ
刊
記
の
板
も
含
め
ほ
ぼ
揃
い
（
四
丁
張
り
四
十
二
枚
と

二
丁
張
り
二
十
七
枚
）
で
、
ま
た
吉
田
四
郎
右
衛
門
が
吉
田
屋
新
兵
衛
ら
と

刊
記
部
に
名
前
を
連
ね
る
『
獅
子
巌
和
歌
集
類
題
』（
湧
蓮
著
、
吉
田
元
長

編
、
文
化
十
三
年
刊
）
の
板
木
十
枚
ほ
ど
が
や
は
り
竹
苞
楼
に
伝
わ
っ
て
来

た
こ
と
を
思
う
と
、
竹
苞
楼
の
『
山
家
集
抄
』
の
板
木
は
吉
田
四
郎
右
衛
門

か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
時
期
に
つ

い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
幕
末
近
い
こ
ろ
の
も
の
と
思
わ
れ
る
竹
苞
楼
の
記

録
『
竹
苞
楼
蔵
板
員
数
』
に
「
山
家
集
抄　

四
丁
張
丗
四
枚　

相
合　

〆
三

軒
之
二
軒
分
」
と
、
ま
た
明
治
七
年
三
月
の
『
板
木
分
配
帳
』
に
「
山
家
集

抄　

四
丁
張
丗
四
枚
」
と
あ
り
、「
丗
四
枚
」
と
い
う
数
字
は
現
存
枚
数
三

十
三
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。（
中
略
）
竹
苞
楼
は
幕
末
近
い
頃
ま
で
に
『
山
家

集
抄
』
の
板
木
五
十
二
枚
の
う
ち
三
十
四
枚
を
買
い
取
り
、
そ
れ
を
「
三
軒

之
二
軒
分
」
と
し
て
も
う
一
軒
の
本
屋
と
「
相
合
」
で
所
持
し
て
い
た
が
、

大
正
五
年
以
降
「
欠
２
」
の
板
一
枚
が
お
そ
ら
く
は
虫
損
の
た
め
失
わ
れ
、

現
在
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

奈
良
大
学
に
所
蔵
さ
れ
る
竹
苞
楼
の
蔵
板
資
料
の
一
つ
で
あ
る
『
蔵
板
員
数
』

は
、
万
延
元
年
に
亡
く
な
っ
た
竹
苞
楼
三
代
春
蔭
が
、
嘉
永
・
安
政
頃
に
調

し

た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
（
（（

（
注

、
そ
こ
に
は
吉
田
四
郎
右
衛
門
が
出
版
し
た
書
物

が
、
右
の
『
山
家
集
抄
』『
禁
秘
御
鈔
階
梯
』『
獅
子
巌
和
歌
集
類
題
』
以
外
に

も
複
数
記
載
さ
れ
て
い
る
（
な
お
、
そ
の
板
木
の
一
部
は
奈
良
大
学
に
現
存
す

る
。）。

元
秀
が
書
肆
を
幕
末
に
廃
業
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
先
述
し
た
が
、
こ
の

よ
う
に
少
な
か
ら
ぬ
吉
田
の
板
木
が
、
幕
末
に
他
の
書
肆
へ
と
売
り
渡
さ
れ
て
い

る
事
実
は
、
そ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

ま
た
、
初
代
自
当
が
正
保
四
年
に
刊
行
し
た
『
二
十
一
代
集
』
は
、
江
戸
時
代

を
通
し
て
流
布
し
た
が
、
近
代
以
降
も
そ
の
評
価
は
高
く
、
松
下
大
三
郎
・
渡
辺

文
雄
編
『
国
歌
大
観
』（
教
文
館
、
一
九
〇
一
～
一
九
〇
三
年
）
の
底
本
に
も
採

用
さ
れ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、『
国
歌
大
観
』
は
、
和
歌
の
み
な
ら
ず
日
本
古

典
文
学
の
研
究
を
画
期
的
に
進
歩
さ
せ
た
書
籍
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。

吉
田
四
郎
右
衛
門
な
る
書
肆
は
、
幕
末
に
廃
業
し
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
初
代

自
当
が
生
み
出
し
た
江
戸
の
〈
知
〉
は
、
遺
さ
れ
た
出
版
物
に
よ
っ
て
、
現
代
に

も
、
か
く
の
ご
と
く
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
１　

拙
稿
「
吉
田
四
郎
右
衛
門
出
版
年
表
」（『
上
方
文
藝
研
究
』
第
一
二
号
、
二
〇
一

五
年
六
月
）。

注
２　

拙
稿
「
六
位
の
書
肆
吉
田
四
郎
右
衛
門
―
―
出
版
活
動
の
実
態
と
古
学
の
伝
播
に

果
た
し
た
役
割
―
―
」（『
近
世
文
藝
』
一
〇
二
号
、
二
〇
一
五
年
七
月
）。

注
３　

鍛
治
宏
介
「
近
江
八
景
詩
歌
の
伝
播
と
受
容
」（『
史
林
』
第
九
六
号
第
二
号
、
二

〇
一
三
年
三
月
）。
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二
二

注
４　

下
橋
敬
長
述
・
羽
倉
敬
尚
注
『（
東
洋
文
庫
）
幕
末
の
宮
廷
』（
平
凡
社
、
一
九
七

九
年
）
二
〇
八
・
二
九
四
頁
参
照
。

注
５　

例
え
ば
、
愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
六
条
家
二
代
和
歌
集
』（
文
化
十
一

年
刊
、
三
冊
、
九
一
一
・
二
／
一
～
三
／
六
四
五
）
に
は
「〈
皇
都
〉
松
寿
亭
歌
書
目

録　

吉
田
四
郎
右
衛
門
蔵
板
」
と
冒
頭
に
記
さ
れ
た
出
版
広
告
が
巻
末
に
五
丁
付
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
筆
頭
書
目
は
「〈
勅
撰
〉
二
十
一
代
和
歌
集
」
と
な
っ
て
い
る
。　

注
６　
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
27　

京
都
市
の
地
名
』（
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
）
の
「
北

門
前
町
」
の
項
目
参
照
。

注
７　

田
中
敏
雄
「
徹
山
攷
」（『
近
世
日
本
絵
画
の
研
究
』
作
品
社
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

四
九
〇
頁
～
四
九
一
頁
。

注
８　

近
代
転
写
本
一
冊
。
元
文
元
年
よ
り
明
治
十
二
年
ま
で
の
記
録
。

注
９　

前
掲
論
文
（
注
１
参
照
）。

注
10　

永
井
一
彰
「『
山
家
集
抄
』
の
入
木
」（『
板
木
は
語
る
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
四

年
）
三
二
〇
頁
～
三
二
二
頁
。

注
11　

永
井
一
彰
「
板
木
の
分
割
所
有
」（
前
掲
『
板
木
は
語
る
』）
四
六
四
頁
。

〔
付
記
〕
本
論
を
成
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
御
教
示
を
た
ま
わ
っ
た
教
安
寺
の
埜

田
紀
代
子
様
・
奈
良
大
学
名
誉
教
授
の
永
井
一
彰
先
生
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
本
稿
は
平
成
二
十
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
若
手
研
究
（
Ｂ
）「
近
世

中
後
期
に
お
け
る
身
分
的
境
界
領
域
の
人
々
を
中
心
と
し
た
越
境
的
学
術
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
研
究
」（
研
究
課
題
番
号 24720115

）
に
基
づ
く
研
究
成
果
の
一
部
で

す
。
な
お
、
校
正
の
段
階
で
教
安
寺
の
無
縁
仏
の
中
に
、
六
代
元
賁
の
墓
石
が
存

在
す
る
こ
と
を
新
た
に
確
認
し
た
。
墓
石
正
面
に
は
「
従
六
位
下
行
右
衛
門
大
志

佐
伯
元
賁
之
墓
」
と
あ
る
。

― 183 ―


